
デザインセンター開発支援商品を集めた展示会「うるおいの生活展」を開催

財団法人岐阜県産業経済振興センター デザインセンターでは、１０月２９日（金）～３１日（日）の３日間、

飛騨・世界生活文化センター（高山市）で行われる『２０１０ 飛騨・高山 秋の文化・産業フェスティバル』

において、デザインセンターが開発支援した『飛騨春慶産地プロジェクト』及び『付知木工産地プロジェクト

(asahineko(あさひねこ)プロジェクト)』のデザイン商品による展示会 「うるおいの生活展」 を開催します。

これらの開発商品は、産地に脈々と培われてきた高度な技術とモダンなデザインが融合し、「美しさ」と「機

能」を備えた、日々の暮らしに「うるおい」をもたらしてくれるアイテムです。県内地場産業企業の現代のラ

イフスタイルに向けた新たな提案を、この機会に是非ご覧ください。

１．会 期 平成２２年１０月２９日（金）～ ３１日（日） １０時～１７時

２．会 場 飛騨・世界生活文化センター コンベンションホール

住所：高山市千島町９００－１ ＴＥＬ：０５７７－３７－６１１１

３．展示内容

【飛騨春慶産地プロジェクト】

木の特質を活かした「曲げ」や、木肌の美しさを際立たせる

「塗り」など、素材との対話の中で生み出される飛騨春慶な

らではの魅力を背景に、８人のデザイナーそれぞれが「椀一

式」のテーマの基、汁椀・盆・箸からなる食の基本的な「し

つらえ」と大人の「たしなみ」を提案します。

（製 造）飛騨春慶ひのき会

（デザイン）深澤 直人、原 研哉、岩崎 信治、川上 元美、

小泉 誠、黒川 雅之、松永 真、佐藤 卓

【付知木工産地プロジェクト（「asahinekoプロジェクト」）】

プロジェクト名の「asahineko（あさひねこ）」は、地元の素

材へのこだわりから木曽五木（あすなろ、さわら、ひのき、

ねずこ、こうやまき）の頭文字をとって命名されています。

単に食卓の彩りとしての道具ではなく、食を楽しむために必

要な行為を様々な角度から見つめ直し、今までの「台所道具」

としての視点を離れた道具作りに取り組みました。木ならで

はの強さと優しさを兼ね備えた道具たちです。

（製 造）新井製材所、（有）然、早川木工所

（デザイン）小泉 誠、村澤 一晃

インターネットでの情報提供

提供予定日 １０月２８日

平成２２年１０月２７日 県政記者クラブ・岐阜経済記者クラブ・高山市政記者クラブ 同時配布資料
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財団法人岐阜県産業経済振興センター デザインセンター事業概要

県内地場産業の活性化を目的に企業の商品企画力やプロダクトデザイン力を高めるための支援機関。デザイ

ナーやマーケティング専門家等を活用し、企業内人材育成と新商品開発に実践的に取り組むスキームが特徴

です。また、開発商品のプロモーション面での企業支援にも取り組んでおり、今回の出展もその一環です。

当該展示会出展に関する問い合せ先

財団法人岐阜県産業経済振興センター デザインセンター 担当：村井、町野

ＴＥＬ：０５８－２７７－１０８１ ＦＡＸ：０５８－２７７－１０８２

E-mail：murai@gpc-gifu.or.jp ＵＲＬ：http://www.oribe-dc.jp


